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ミネアポリス市民訪問団

Facebook でもイベント情報などをお知らせします
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平成 28 年１月 31日（日）
午後 0：30 ～午後 3：30

生涯学習センター２階　きらめきホール
大阪府茨木市畑田町１番４３号
阪急茨木市駅・ＪＲ茨木駅から 阪急バス　

［追手門学院前行（82 系統） ・サニータウン行（80 ・83 系統）］
中央図書館前バス停下車すぐ
※サニータウン行は中央図書館前バス停を通らない便もあり
　ますので、乗車前にご確認ください。

◆もちつき体験
◆外国人による日本語スピーチ発表会　　　  etc

（内容は予定です。当日変更になる可能性もございます。）
※写真は前回の様子です。

日時

会場

イベント内容

　10 月 3 日（土）、午前 10 時 30 分から約２時間、大阪
府国際交流財団（OFIX）・茨木市危機管理課・茨木市消
防本部の皆さんにご協力いただき、「ふれあい交流～いっ
しょに そなえる～」を開催しました。
　協会会員の皆さんと、市内に住む外国人の皆さんとで、
地震や大雨などの災害について学び、非常食の試食や初
期消火訓練をし、いざというときに身を守るための準備を
しました。

　「自分が住んでいる地域の避難所をご存知ですか？」
　「消火器の使い方をご存知ですか？」
　昨年リニューアルされた茨木市の防災ハンドブックを使用
し、それぞれの避難所の場所や、地震が起きたときの茨木
市の状況などを確認しました。後半には、茨木市消防本部
の皆さんから、消火器の使い方を教えていただきました。
　いざというとき命を守るために、皆さんも一度、防災につ
いて考えてみてください。

入場無料・申込不要！どなたでもご参加いただけます。
国際的なステージや日本の伝統を感じることのできる企画など盛りだくさん！

茨木市在住外国人のみなさんと交流しましょう！留学生のみなさんもぜひご参加ください！！

国際交流の集いを開催します！！

ふれあい交流を実施しました

九州炭坑節 餅つき スピーチ表彰
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　５月 23 日・24 日、毎年恒例の小豆
島オリーブマラソン訪問団が派遣されま
した。
　応援の方も含め 28 人の方々が、小豆
島町で開催されたオリーブマラソン全国
大会に参加されました。一日目は、小豆
島の観光名所などをまわり、二日目にメ
インのマラソン大会！
　お天気に恵まれ、５月の爽やかな小豆
島を走り抜け、皆さん好タイムでゴールさ
れていました。
　今回の訪問団に参加された坂田篤志
さんから感想をいただきました。

　最近マラソンの楽しさを知り、良い大
会はないかと探していた時、オリーブマラ
ソンへの訪問団のことを知りました。

「オニさん、がんばって」
　沿道の子どもの応援が、初心者ラン
ナーの私達にはとても心強い応援になり
ました。最初、茨木童子が大きく描かれ
た T シャツは、「この派手さは他では着
れんなー」と、夫婦共々苦笑していまし
た。しかし、思いがけない良さがありまし
た。現地では、茨木市民と分かって、声
をかけてくださったり、たくさんの声援を
くださるのです。
　マラソンだけでなく、初日の観光もとて
も楽しむことができました。ズバッと気持
ち良く分けられる箸分けそうめんの感触
に感動し、オリーブ公園ではオリーブソフ
トの良い香りを味わいました。
　魅力いっぱいの訪問団、是非次回も参
加させていただきたいと思います。次は、
ハーフに挑戦します！

　10 月15 日・16 日、小豆島町への市民訪問団が派遣されました。
　一日目は、小豆島の観光名所をまわり、小豆島町の皆さんのご厚意で、太
鼓祭りの DVD を観賞し、太鼓祭りの歴史などを学びました。二日目はいよい
よ旅のメイン「池田亀山八幡宮秋祭り」の観賞です。沖から現れる太鼓台を
港で待ち、勇壮な担ぎ手たちの「オシコミ」を間近で観賞しました。
　文化・自然・食材など小豆島を満喫した２日間となりました。

　平成 28 年も小豆島オリーブマラソンが開催されます！協会では、5 月に小豆島町オリーブマラ
ソン訪問団を派遣する予定です。団員の募集については、平成 28 年 2 月号もしくは３月号の広
報いばらきに、詳細を掲載予定となっています。ぜひご応募ください！！

１日目
8：10

11：15

12：55
13：40
15：00
15：40
17：00

市役所 集合・出発（バスで姫路港へ）
姫路港 出発

（フェリーで小豆島町の福田港へ）
フェリーの中でお弁当
小豆島町 到着
オリーブ公園
中山千枚田
小豆島太鼓祭りＤＶＤ観賞
ベイリゾートホテル 到着

２日目
7：40
8：00

10：00
10：30
11：00
12：00

14：00
18：30

ホテル 出発
小豆島町池田港 到着
池田亀山八幡宮秋祭り 観賞
池田港 出発
鮮魚店「魚伝」で新鮮な魚介や干物などをショッピング
佃煮屋さん「瀬戸よ志」で昼食、その後佃煮をショッピング

「フォレスト酒蔵森國ギャラリー」で
酒蔵見学・試飲（小豆島町唯一の酒蔵）
小豆島町大部港 出発
茨木市役所 到着・解散

平成 28 年も訪問団員を募集！！

2015 年度派遣 小豆島オリーブマラソン訪問団

2015 年度派遣 小豆島町への市民訪問団
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　ホームビジットとは、ホームステイとは違い、宿泊のな
い外国人ゲストの受入のことです。
　自宅に招いたり、外で食事や観光をしたり、その日何を
するかは、ゲストと受入家庭が相談して決めていくように
なります。
　ホームビジットの依頼があったときは、その都度、ホー
ムビジット受入家庭に登録しているご家庭に郵送で実施す
る日程などをご案内します。
　内容をご確認いただき、受入可能な場合は、協会事務
局までお電話でお申込みいただくようになります。

　ホームビジット受入家庭に登録しても、必ず受入をしな
ければならないというわけではありません。
　外国人ゲストと一緒に時間を過ごすことで、海外との文
化の違いを感じたり、日本の文化のあらためて知るきっか
けになったりします。それと同時に、日本に住みながら世
界中にお友達を作ることができます。
　ぜひ、ホームビジット受入家庭にご登録いただき、一度
体験してみてください！
　ご登録については、協会事務局までお気軽にお問合せ
ください。

ホームビジット受入家庭に登録しませんか！？

　協会では、年に数回、ホームビジットを実施しています。
　JICA 研修生の皆さんや、留学生の皆さんと、協会のホーム
ビジット受入家庭にご登録いただいたご家庭の皆さんとが、楽
しい時間を過ごしています。
　今回は、2015 年 4 月に開設した立命館大学大阪いばらきキャ
ンパスの留学生の皆さんのホームビジット受入をしてくださった
辻 輝也さんから、感想をいただきました。

　協会役員でありながらホームビジット未経験では申し訳が立
たないのと、我が母校立命館が地元茨木にキャンパスを構え
たということで、今回立命館のタイ人留学生、ダーちゃん（愛称）
を我が家に招きました。
　私の構想では日本文化を知ってもらうために、日本家屋や
庭、神棚、仏壇といったものを案内するはずでしたが、そんな
の退屈だと娘が自分の部屋にそそくさと連れて行ってしまいま
した。昼ご飯は和風でありながら皆で楽しめるということです
き焼きをチョイス。ビールもＯＫということだったので、昼から
飲みながら世間話に花を咲かせました。
　午後は百人一首の絵札を使った坊主めくりと書道を実施。坊
主めくりは盛り上がりましたがルールが単純なのでそう長くは
続きません。一方で書道はかなり気に入ったらしく、次から次
へと色んな字に挑戦していました。しかも、驚いたことに字が
上手い！
　５時間程の短い時間でありましたが、和気あいあいと楽しく
過ごすことが出来ました。

ホームビジット
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WE ARE FRIENDS!

「我們是朋友！」 ―中国語で遊ぼう―

Let's learn Japanese together!

実用日本語学習会

Ibaraki Intercultural Network

姉妹都市活動室

　青少年活動室では、英語でクッキング、ハロウィン、
クリスマスなど、毎回テーマに沿って講師の久徳ウェ
ンディー先生と一緒に英語に親しむ "We Are Friends 
!" を、原則 2・3・4・5・7・9・10・12 月の第 3 日
曜日にクリエイトセンターで行っています。詳細は、開
催月の広報いばらき及び協会ホームページでお知らせ
しています。

　「我們是朋友！（ぼくらは友だち）」では中国人の講師
と中国語に親しみたい子どもたちを募集しています。毎
月１回第３土曜日（７・８月は除く）に、ローズＷＡＭ
で開催しています。親子で参加できる中国語教室です
ので、ぜひ保護者の方々も一緒にご参加ください！
※もちろん子どもだけでも参加可です。

※テーマや持ち物などの詳細は、開催月の広報いばらき
　及び協会ホームページでお知らせします。

　「実
じつようにほんごがくしゅうかい

用日本語学習会」では、日
に ほ ん ご

本語を母
ぼ ご

語としない
方
かた

を対
たいしょう

象に、マンツーマンで日
にほんごがくしゅう

本語学習の支
し え ん

援を行
おこな

っ
ております。また、学

がくしゅうしえんしゃ

習支援者も同
ど う じ

時に募
ぼしゅう

集していま
すので、興

きょうみ

味のある方
かた

は、ぜひ一
い ち ど

度見
けんがく

学に来
き

てくださ
い！

　姉妹都市活動室では、ミネアポリス市との交流を支
えるための英語力や国際感覚の向上、異文化理解のた
め、ゲストスピーカーの英語によるスピーチを聞いたり、
ディスカッション等を行ったりしています。また、JICA
研修員、阪大留学生や茨木市近隣に在住の外国人と
の交流を楽しんで
います。
　 興 味 の あ る方
は、気軽に見学に
来てください。

対　象　小学 4 年生～中学３年生   
連　絡　協会事務局（TEL.072-620-1810）

対　象　小学生１～６年生、参加児童の保護者 
連　絡　協会事務局（TEL.072-620-1810）

  と　き

  ところ
  ひよう

  れんらく

《Thursday Class》1:30 ～ 3:00 p.m.
《Friday Class》10:00 ～ 11:30 a.m.
8th Floor at City Hall South building 
1,500 円（テキスト代

だい

は実
じ っ ぴ

費）
※木

もく

・金
きんよう

曜の両
りょうほう

方に参
さ ん か

加の場
ば あ い

合は、3,000 円
えん

協
きょうかいじむきょく

会事務局（TEL.072-620-1810）
ホームページ：http://nihongo.o.oo7.jp/

例　会

場　所

資　格
年会費

連　絡

第１木曜日 午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
第３土曜日 午後 2 時～ 4 時
クリエイトセンター
※協会事務局へお問合せください。
茨木市国際親善都市協会会員
正会員：2,500 円（18 歳以上）
準会員：1,000 円（中・高校生）
協会事務局（TEL.072-620-1810）
ホームページ：http://www.zd.em-net.ne.jp/~iin/

I IN
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　7月12 日、協会が募集した10 人の茨木市民と協会会員
の皆さんが、茨木市の姉妹都市アメリカ合衆国ミネソタ州ミ
ネアポリス市へ、体験ツアーに出発しました。
　メンバーの皆さんは、12 日から11日間にわたり、ミネア
ポリス市やその周辺都市など、さまざまなスポットをまわり、
雄大な自然、洗練された都市空間、そしてアメリカの食文
化など、日本では経験できない素敵な時間を過ごしました。
ミネアポリス市では、市内にある大学の寮に滞在し、スー
パーマーケットで買い物をしたり、カフェで食事したり、現
地での生活を体験することもできます。
　体験ツアーは 2016 年度も実施する予定です。興味のあ
る方は、是非、協会事務局までお問合せください！ツアー
の詳細については、広報いばらきの３月号もしくは４月号に、
掲載予定です。
　今回の体験ツアーの感想をメンバーの１人、中川晴美さ
んからいただきました。

　このツアーは、今日に至るまで家族と離れ単独で海外旅
行など一度もした事が無かった私にとって正真正銘【初体
験】のオンパレード！ 
　参加を決心するまでは体調面や様々な不安もあり悩みま
したが、子供たちの『又とないチャンスだし、尻込みしてい
ないでやってみたら？』という言葉に背中を押され参加させ
て頂きました。 
　参加者は 10 名、職業や年齢、性別もバックグラウンド
も様々でしたが、どなたも皆フレンドリーですぐに仲良くな
りました。私は 12 時間というフライトも初めてなら11日間
という滞在日数も自分史上最長で出発数ヶ月前からずーっ
とウキウキわくわく。 そして…ドキドキ。 
　現地では学生時代に夢にまで見た大学寮 (MCAD) での
寮生活に加え、憧れでもあったホームスティまでも体験する
事が出来ました。 
　寮生活に備えて現地のスーパーへ皆で買出しに行き、海
外でのスーパーも初体験だった私はまるで子供のように大
興奮でした。 
　そして、事前アンケートで参加者の希望を盛り込みプラ
ンニングされた連日の充実したアクティビティーの数々。例
えば Duluth への小旅行、ミネアポリス市役所や議会への

表敬訪問に加え、各々が日本から持参した浴衣に着替えて
参加したミネアポリスと茨木市の姉妹都市提携 35 周年を
記念したイベントでは、各国ゲストの前で炭坑節を披露さ
せて頂くなど、『市販のツアーでは体験できないレアでプラ
イスレスな体験』に溢れ内容もギッシリで本当に密度の濃
い素晴らしい旅となりました。 
　個人的には、憧れながらも長く叶える事が出来ずにいた

【海外での寮生活やホームスティ】を満喫し、まるで学生
時代を取り戻すかのように最高の 11日間を過ごす事が出
来ました。 
　学生時代にやり残し、真っ白なまま放置されていた私の
人生の【夢】という過去の 1 ページをこのツアーのお陰で
2015 年の夏、美しく鮮やかな色彩と共に描き上げる事が
出来ました。 
　又、このツアーは茨木市国際親善都市協会がバックアッ
プしてくれているという点も私にとっては大きな安心感でし
たし、何より【他に類を見ないレアな体験の連続】ですの
で ぜひ老若男女問わず来年度のチャンスに御検討されてみ
てはいかがでしょうか？ 
　私も機会があればまた是非参加したいと思っています。

2015 年度 ミネアポリス体験ツアー
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　1980 年の姉妹都市提携から 35 年目の今年、アメリ
カ合衆国ミネソタ州ミネアポリス市から、市の代表と市民
訪問団の皆さんが、茨木市を訪問されました。
　１０月末から約５日間、茨木市内の魅力や、日本文化
の素晴らしさを体験され、無事に帰国されました。
　１１月３日には、協会が主催する歓送会を開催し、ミネ
アポリス市の皆さんは、協会会員や茨木市民の皆さんと
のふれあいや会話をとても喜んでいらっしゃいました。
　ミネアポリス茨木姉妹都市協会（MISCA）会長のカール・
ラインハードさんから協会会員の皆さんへメッセージが届
いています。

歓迎会の様子

親愛なる茨木市国際親善都市協会の皆さま

茨木市滞在中、私たち、ミネアポリス茨木姉妹都市協会
（MISCA）のメンバー一同は、本当に素晴らしい時間を過
ごすことができました。茨木市国際親善都市協会の皆さま
に最大級の感謝を申し上げます。

ダンスパフォーマンスなど、文化的なワークショップを体験
させていただきました。じゃんけんコンテストでの歌とダン
スは、特に楽しい思い出となっています。

茨木市内の神社や寺院へのツアーはもちろん、私たちの
ホームビジットを受け入れてくださったご家庭の皆さまと過
ごした時間も、素晴らしい思い出です。

また、歓送会では、茨木市国際親善都市協会の皆さまや

茨木市民の皆さまとお話することができ、本当に素晴らし
い時間を過ごすことができました。

私たち、ミネアポリス茨木姉妹都市協会（MISCA）は、茨
木市国際親善都市協会とともに、これからも茨木市とミネア
ポリス市との交流促進を続けていきたいと思っています。
来年、皆さまとミネアポリス市でお会いできることを願うと
ともに、私たちも再び茨木市を訪れることを楽しみにしてお
ります。

茨木市国際親善都市協会会長の若林三雄様、そして全て
の協会会員の皆さまの、素晴らしいおもてなしに、重ねて
感謝を申し上げます。

ミネアポリス茨木姉妹都市協会会長
カール・ラインハードより

姉妹都市提携 35 周年記念 ミネアポリス市訪問団が茨木市に！！

MISCA 会長 カール・ラインハードさんからのメッセージ（日本語訳）

ミネアポリス市訪問団
（MISCA）
来茨の様子
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　11月 8 日（日）、32 回目となる英語スピーチ大会を開催しました。
　会場の福祉文化会館文化ホールでは、出場者の皆さん（中学生 16 人、
高校生 11人）の素晴らしいスピーチに、会場に聴きに来られた皆さんが引
き込まれました。

（中学生の部は指定された文章「Mother Teresa」の暗唱、高校生の部は自
由テーマでのスピーチ（３分））

中学生の部
第１位　木下　寿々叶さん
　茨木市立西陵中学校　３年生
第２位　花木　真子さん
　茨木市立太田中学校 　３年生
第３位　片岡　実花さん
　茨木市立天王中学校　３年生

高校生の部
第１位　木村　果林さん
　大阪府立春日丘高等学校　２年生
第２位　畑　杏奈さん
　大阪府立茨木高等学校　１年生
第３位　福岡　李華さん
　大阪府立福井高等学校　２年生

第 32 回茨木市国際親善都市協会 英語スピーチ大会を実施しました！

　協会では、民間のソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）を活用し、「茨木市国際親善
都市協会 Facebookページ」の運用を開始しました。ぜひご利用ください！！
　茨木市国際親善都市協会 Facebookページはどなたでも閲覧することができます。
　茨木市国際親善都市協会 Facebookページの「いいね！」ボタンを押したり、コメントを投稿す
るためには、アカウント登録が必要です。Facebook の利用方法については、「Facebookヘルプセ
ンター」でご確認ください。

　本協会では、茨木市の姉妹・友
好都市をはじめ、国際交流に興味
を持っておられる方々の入会をお待
ちしています。
　会員のみなさまには、年２回発
行する協会報の送付や、協会が催
す交流行事のご案内、また、協会
主催事業への参加費の一部助成を
行っております。

主な活動内容
国際交流の集い
姉妹・友好都市への市民親善訪問
中・高校生の「英語スピーチ大会」など
年会費
個人会員：（一般） 2,000 円　（学生） 1,000 円　団体会員：一口 5,000 円
申込先
協会事務局（茨木市市民文化部文化振興課内）TEL.072 － 620 －1810
協会ホームページ：http://www.ifai.jp/

茨木市国際親善都市協会 Facebookページ！！

茨木市国際親善都市協会 会員募集！！


